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このことに関しては先に指摘したところでもある。これはそれらの要点を

一つにまとめ、整理をしようという主旨のものであるから、よって、その3点

の論文もあわせて御覧になることを希求するものである。尚、引用の法華経は

『大正新修大蔵経第九巻』であり、梵文法華経は『Saddharmapundarika-

sntramjbyU・WogiharaandC・Tsuchida本であり、次の数字は、その頁数

である。

1 antaxikSa･vaihayasa・虚空

先ず虚空の問題を取り上げなければならない。梵文法華経において虚空と訳

されているところ見ると、それはほとんどの場合antariksaとvaihgyasaと

園kg"の3語であるが、この中でvaihayasaの語はantariksaと一緒に使用

されることも多く、一緒になっても、単独で使用されていても、それは空（そ

ら）という意味で使用されており、豆k"gはいわゆる無限な広がり、哲学用語

での虚空を意味するものとして使用されているように思われる。

すなわち、それはどう違うのかについて検証してみようと思うところである。

たとえば、

諸天龍鬼神供二養人中尊-。 （4下）

諸天鬼神住於虚空一心奉敬人中之尊。 （66下）

devaScayakSaS casthitgantarikgekurvanti pUjamdvi -pada
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uttamasya(21) (空中に留まる神々も夜叉等もが、両足尊に最上の供養をなす｡）

と序品には示されている。これは曽って大乗経が説かれた時に、諸天や竜神た

ちが佛を供養したという説示のところであるが、梵文法華経がantariksa(空

中）としているのに対して正法華経は虚空と訳しており、妙法華経には訳語が

ない。

しかし警職品では

所散天衣住二虚空中一・而自廻転。諸天伎楽百千萬種。於二虚空中一一時倶作。

（12上）

以天華香意華大意華散干佛上。諸天衣物悉在虚空羅列而住。天上伎楽自然

而鳴。 （75上）

bhagavantamdivyair vastrair abhicchgdayamasuhldivyaiS ca

mgndaravairmaha - mgndaravaiS ca puSpair abhyavakiranti

smaldivygnicavastrgnyuparyantarikSebhramayantismaldivyani

ca tUrya - Sata - sahasrgni dundubhayaS cauparyantarikSe

parghanantismal(67) (世尊に天上の衣服を差し上げた。天上の曼陀羅華・大

曼陀羅華を撒き散らした。天上の衣服を空中に翻させた。天上の百千の楽器や太鼓

を空中に打ち鳴らした｡）

と示して、antariksaの語が二度にわたって示され、妙法華経はこれを二度に

わたって虚空と訳し、正法華経は一度だけだが虚空の訳語を使用している。

すなわち、antarikSaを妙・正両法華経ともに虚空と訳しているか、序品の

場合のように場所として明白なので省略したものかと思われるものかであるが、

この詳細については前述のように、拙論「法華経における虚空について」「法

華経における虚空の理解」において述べたところでもあるから、以下は省略す

る。尚、antariksaは空中を意味する言葉であるから、これを虚空と訳するの

にはいささかな異議を観ずるところでもある。このことについては、豆kgSaの

ところにおいて述べるつもりである。
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尚、上述の序品の引文のように妙法華経がantariksaを虚空と訳さないと

ころは、序品で一カ所・信解品で一カ所・化城嚥品で一カ所・見寶塔品で二カ

所．如来神力品で一カ所・薬王菩薩本事品で一カ所である。又、antariksaを

ともなわないで、ただvaihgyasaだけの語の時も虚空という訳語を使用して

いる。それは

飛行自在。 （27下）

飛行虚空o (96上）

vaihgyasam-gamg(178) (空中に行く｡）

という化城噛品の場面であり、更に、見寶塔品では多賓如来の証明がなされた

ことに関する一連の説示の中に、 「従し地踊出。」 （32下）は「parSan-

mandalasyauparivaihgyasamtiSthet(209) (集まった会衆の上の空中に留まり)」

とあり、衆生等が如来の神力によって我々も空中に登らせて欲しいというとこ

ろで、 「令三我等輩倶処二虚空一｡」 （33下）「令我等輩倶処虚空｡」（104上)｢vayam

apitathggataanubhgvenavaihayasamabhyudgacchemaiti (215) (我々も

如来の神力によって空中に登りたい｡)」と説示されている。而して何故か、後分

法華経といわれる部分では、このvaihayasaの語が単独で使用されている場

面が多い。それは薬王菩薩本事品で一度・妙音菩薩品で一度・妙荘厳王本事品

で二度であるが、今は詳細な説示は省略する。

2 豆kgga・虚空

antarikSaと梵文法華経によって示された場面を見てきたのであるが、次に

は颪k豆§aの語が示されている場面を見ようと思うのだが、先ず最初は讐嚥品

であるが、そこでは三車火宅の職を語る段で、子供たちが長者のいうことを聞

いて火宅から出たのを見て長者は、

皆於二四価道中露地-而坐。 （12下）

四面露坐心各踊躍。 （75中）
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豆k豆segrgma-catvaraupaviStah(71) (虚空の四辻に坐して｡）

と示されており、そこは虚空・豆k"gの中においてであることを示している。

これは職え話であるから、昔語りにあるような「昔昔あるところに」というよ

うなもので、青空のように目にすることの出来るものではなく、目に見える現

実を超えたものを意味するためであろうと思われる。その意味では妙法華経が

訳した四街道中露地、正法華経が訳した四面露坐では、現実過ぎて具合が悪い
（2）

であろう。又、この品の偶の中では、子供らが三車を求めて自分の足で歩い

て、苦難から免がれたことを、

到二於空地一離二諸苦難_。 （14中）

得脱苦悩集子一処安隠歓然無復恐燗o (77中）

nirdhgvitastat-kgaVamevasarveakaSitiSthantidukhenamuktgh

（82） （すべてが走り出た瞬間に、苦難から解放されて虚空にとどまった｡）

と示されている。妙法華経は豆k且§aを空地と訳しており、正法華経は意訳で

あるが、それは何ものにも妨げられず、自由自在な場面を意味するからであろ

う。

このような使用の場面は、五百弟子授記品の中での富楼那が授記され法明如

来となるであろうといい、その国では「諸天宮殿近処-虚空一」（27下） 「猶如諸

天空殿麗妙遙相鰭見」 （95下)deva-vimangnic'gkgSa-sthitanibhaviSyanti

(178） （天（神々）の宮殿は虚空にとどまり）においても同じようなありようで、

神々がおられるところは現実の場面ではないからであろう。

このようなありように対して、薬草噛品においては別の意味の使用例の説示

がある。それは

所謂解脱相離相滅相。究寛浬桑常寂滅相。終帰二於空_。 （'9下）

世尊如之見一味已。入解脱味志干滅度。度諸未度究寛滅度。 （83下）

nirvana-paryavasanamnitya-parinirvrtameka造bhnmikamak且sa-

gatikamadhimukutim…(116) (究寛の浬薬、常の滅度を唯一の立場として、
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虚空に行くものと信解し｡）

というのがそれであるが、ここでは妙法華経が豆k誰aを空と訳していること

は明白であり、正法華経は解脱・滅度などの言葉を利用して究寛滅度と訳して

いることになる。虚空・豆k"gが佛教の基本理念である空と訳されたのは何故

なのか、これはどうしたことなのだろうか。その手がかりを序品の説示に見る

ことにする。そこでは、

或見,.菩薩観儲法性無し有二二相‐猶如乙虚空叩又見F佛子心無二所

著一以二此妙慧一求,I無上道上。 (3中）

或有得人寂然法誼察諸報応衆億兆載発起民庶使其悔過令捨億

宝志願佛道暁了観察不秘倍法滅除三事寂等如空。 （65上・中）

dharmamcake-citpravadantiSantamd鰐恒nta-hetn-nayutair

anekaihldeSentiteprgna-sahasra-kotingmjfignenateprasthita

agra-bodhimllnirihakgndharma-prajgnamgngdvayampravrttgn

khaga-tulya-sadrggnl(12) (あるものは那由他以上の因縁において寂滅の

法を語り、千万億の人々に智によって最高の覚を説く。空を行く鳥のように両者に

かたよらずnirihak且の法を知って｡）

と示されている。ここで妙法華経が虚空と訳した語は、nirihak豆であること
（3）

は明白であり、この言葉は「しばしば空snnyaと組み合わせて使われる」と

いうから、それは青空というような単なる広がりや空間のことではなくて、佛

教の基本理念に関わるようなもの、一切皆空のような物質・境界を越える理念

の世界のことだと思われる。すなわち、寂滅法と訳し正法華経が寂然法誼と訳

したものは、dharmamSgntamであることは明白で、妙法華経が諸法性との

訳で、正法華経が寂等如空と訳したものは、このnirih2k5dharmaにあたる

ものと思われる。かかる意味合いにおいて、妙法華経が虚空と訳出したその虚

空には、単なる虚空・広がりではなくて、それを超える何かが考えられるので

ある。
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同じようなありようを薬草噛品に見ることが出来る。これは先述したところ

であるが、正法華経の訳文は煩雑なものであるが、究寛の滅度とは輪廻転生を

断ち切ることであり、それ故に唯一の滅度であり、それは覚への道でもあろう

から、豆kgSa・虚空へ行くというのは、単なる広がりではなく、佛教の基本理

念である空に入ることの意味であろう。それ故にここでの見方は序品にある先

述の言葉、nirihak豆の立場と近いものと思われるのである。

そこで安楽行品を見ると、四安楽行の中の親近処を説くところであるが、そ

れは長行と偶の中で示されているのであるが、そこには菩薩摩訶薩は

観下一切法空。如実相。不二顛倒不し動不ﾚ退不ﾚ転・如二虚空一無二所有性-。…

観F一切法皆無二所有一猶如二虚空一無し有二堅固一不し生不ﾚ出不ﾚ動

不ﾚ退常住一相上（37中・下）

観一切法皆為空無。如所住立巳堕顛倒。所立正諦常住如法。専乗身心不動

不揺。不退不転…普観諸法是一切法猶如虚空唇若虚無等無堅

固不念取勝無所棄損諸法所処無有常名是為明者。 （107下．108中）

であると説示し、両経典の内容は同一であるということができる。梵文法華経

は、

sarva - dharmgfi Snnyan vyavalokayati yathavat pratiS#hitan

dharmgn-aviparita - sthayinoyathg-bhnta- sthit5nacalgn

akampygnavivartygnaparivartgnsada-yath5-bhnta-sthitan

豆kaSa-svabhgvgnnirukti-vyavahara-vivaxjitan…ekaagra-citto

hisamghitahsadaSumeru-kntoyathasusthitaScalevamsthitaSca

apihitannirikSedakaSa-bhntanimisarva-dharmanll sadapi

豆kaSa-samgnasgrakgnanifijitgmmanyana-varjitamScalsthitahi

dharmgiminitya-kalamll (237･240) (一切法を空と観察する。存在するま

まに法はあり、不顛倒であり、あるがままに存在し、不動で、動かされず、不退で、

変化せず、常にあるがままに存在し、虚空の自性のようにあり、言葉の表現を離れ…

（6）
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心を一点にして三昧に入り、常に須弥山のように良くとどまり、このような状態で

一切の法を虚空があるように観察すべきである。常に虚空と同じく頑固でなく、動

揺せず、妄想を離れ、常の時に法は存在する｡）

と示している。これによって見ると、虚空・豆kaSaにたいする法華経の理解の

仕方が明白であるように思われる。すなわち、一切法は空であると見なければ

いけない、空であるから頑な（堅固）であってはならず、しかも不動・不退・

不転でなければならず、あるがままに存在するものであることを認めておくべ

きであり、それは虚空の自性のように、一つのものごとに執着してはならない

(無所有性)、という時に、虚空というのは一切皆空という佛教思想の根底に繋

がるものであることを示すものであろう。したがって虚空・豆k誌aは青空・

antarikSaとは異なり、可視的な空間ではなく、心の中のもの・思想的な広が

りを意味するものでなければならないと思われる。

3地涌の菩薩に関して

従地涌出品は如来の滅後の世において、他方の国土より来たれる菩薩を始め

とする人々が法華経を説きましょうというのにたいして、釈尊は「止善男子」

といい、これを拒否されて、その理由を示している。それはこの娑婆世界には

六万恒河沙の菩薩・摩訶薩がおり、釈尊の滅後に法華経を説くことになってい

るからだと説示されているからである。このように釈尊が述べられた時に、娑

婆世界は震動して、その割れ目から無量の菩薩・摩訶薩が同時に涌出したこと

を説示しているが、その菩薩たちの住所について、次のように示している。

先尽在二此娑婆世界之下。此界虚空中_住。 (40上）

在於地下摂護土界。人民道行椅斯忍界。 (110中）

ye'syammaha-prthivyamadhaakaSa-dhatauviharantismaimam

evaSahamloka-dhatumniSritya(253) (この娑婆世界に属する大地の下の

虚空世界に住んでいた｡）
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として、この沢山な菩薩たちは娑婆世界の下に住んでいたというのであるが、

ここで注意をしなければならない点は、園kggadhatuを妙法華経は虚空と訳

しているのであるが、正法華経は摂護土界と訳していることである。すなわち

妙法華経においては従来の訳と違いはないのであるが、正法華経の訳語は極端

に違っているということである。摂護土界というのは佛によって摂護されてい

るという意味であろうが、何故にこのような極端に違う訳語を用いたのか、そ

こには大きな内容が隠されていなければならない。

このような際立った訳語はこの後の、地涌菩薩たちがvaihayasam

antariksa・空中に上って、釈尊と多宝如来に面奉したときのさまについて、

見三諸菩薩遍二満無過百千萬億国十虚空一（40上）

得普見。又使念知此忍世界。諸菩薩衆於虚空中。各各摂謹百千佛土(110

下）

imgmcaSahamloka-dhatumSata-sahasr'akaSa-parigI･hitam

bodhisattva-pariptirnamadrakSuh(256) (この娑婆世界が百千の虚空によっ

て摂護され、菩薩が満ち溢れているのが見えた｡）

と示されている。正法華経は先には摂護土界と訳し、ここでは虚空の中で各各

百千の佛土に摂護されている、と訳出していることは明白である。parigrhita･

摂護・護持するの語があるために、摂護百千佛土と訳したものと思われるが、

要はこの人たちの住所は諸佛によって摂護される場所・世界を意味するであろ

う。

更に、従地涌出品は続けて、上行・無辺行等の四菩薩をリーダーとする無量

の従地の菩薩たちが釈尊と対話をした、これを見た弥勒菩薩は疑念を晴らすた

めに釈尊に質問をした。その時に他方の国土から来た釈尊の分身の諸佛たちも

宝樹の下に坐った。そして諸佛の侍者たちは、

各各見下是菩薩大衆。於二三千大千世界四方一従し地涌出住中於虚空と。 （41上）

各各見諸菩薩無量大会部部変化。従地踊出。 （111下）

（8）
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bodhisattva-ganambodhisattva-rgSimdrStvasamantatprthivi -

vivarebhyaunmajjantamgkaSa-dhgtu-pratiSthitam(260) (菩薩の集

団・沢山な菩薩らがあまねく大地の割れ目から涌き出し、虚空世界にとどまるのを

見た｡）

と、地涌の菩薩等が大地の下の虚空世界・豆k且§a-dhntuから涌出したことを

示している。これを見て、この人達は何処から来たのか、このようなことは未

だ見たこともないと釈尊に質問をする。釈尊はこの質問を受けて、覚りを開き

佛陀となった釈尊が、私が教化したものであり、未来のために調伏してきたも

のだと示すが、そのことについて

於二是娑婆世界之下此界虚空中一住。 （41中）

処干下方而於其中。 (112上）

として、娑婆世界の下の虚空の中に住していた、とだけ妙・正法華経は示すに

とどまっているが、梵文法華経は

bodhisattvamahgsattvaasyamSahgyamloka-dhatavadhastad

豆k豆§a-dhatu-parigraheprativasanti (262) (菩薩・摩詞薩たちはこの娑

婆世界の下の方の佛の摂護の虚空世界に住んでいた｡）

と示して、虚空世界は佛に摂護される世界であることを説示している。これに

ついては引き続き示される偶の中においても、

在二娑婆世界下方空中一住。 （41中）

在干下方今日故来摂護国土。 （112中）

vasantiakgSa-parigrahe'sminkSetre'syaheStaparicgrivirgh(263)

（この勇士たちは、この国土の下の佛の摂護の虚空に住んでいる｡）

と説示しているから、妙法華経が娑婆世界の下方の空中にいると訳し、正法華

経が下方の摂謹の国土と訳しておるが、梵文法華経の説示は、正法華経の訳語

に近く、地下の豆k韮aという虚空は佛に摂護される場所であることを示して

いる。これによって見ても地下の虚空世界という豆k5"の世界は佛によって

（9）
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摂護されるべき世界であると受け止めるべきではなかろうか。

そして、この品の最後に位置する偶の中では、

常好在二禅定一為し求二佛道_故於二下空中-住。 （42上）

静行無為如虚空界悉無所著禅定精進為安住子｡ (113上）

として、佛道を求めるための故に娑婆世界の下の虚空・豆k"g世界にとどまっ

ていたことを示し、梵文法華経も

asanga-cgripavane'vasantigkaSa-dhatausatatamaniSritahl

janenti viryamsugatasyaputrghparyeSamg"imabuddha -

bhnmimll(266. 7) (障りがないように、常に虚空世界で無執着で、善男子等は

輔進し佛の位を希求する｡）

と示して、佛道のための故に虚空・豆k話aの世界にいることを説示している。

ここで考えなければならないことは、摂護とは。娑婆世界の下の虚空とは何

を意味するのかということであろう。

ここで思い出されるのは、法華経の中でしばしば示されている言葉である。

例えば化城聡品においては、十六王子の請いを入れて大通智勝如来が、

名二妙法蓮華教菩薩法佛所護念-o (25上）

と説いたという言葉である。この言葉にたいする梵文法華経は

Saddharmapundarikamngmadharma-paryayamsntraantammaha-

vaipulyambodhisattvaavavadamsarva-buddha-parigrahamvistarena

samprakaSayamgsa｣ (161) (妙法蓮華と名付けられる法門．沢山な菩薩を誠め、

一切の佛に謹念せられる教えを脂く説くであろう｡）

と示されており、法華経は菩薩を誠めるavav5d9ための教えであり、すべて

の佛によって摂護されるものである、ことを意味している。この佛に摂護され

るというありようが、正法華経では摂護土界・摂護百千佛土となったと思われ

るのであるが、正法華経は

説正法華方等経典菩薩所行一切佛護。 (91下）

（10）
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と訳しており、佛に護念せられるという意向が示されている。しかし、方等経

というのは何を示すのだろうか、今は不解である。尚、序品において日月灯明

如来が大乗を説いたとする説示において、正法華経は

勧発菩薩護諸佛法。而為衆会講演大頌方等正経o (66上）

と示しているから、諸佛に護られる教えであることは廣く知られていることで

あろうが、ここでも方等正経の語句がある。尚、この言葉にたいする妙法華経

と梵文法華経とには、それぞれ

名二妙法蓮華教菩薩法佛所護念-o (4上）

Saddharmapunqarikamnamadharma-paryayamsamprakaSayamasa

（18） （妙法蓮華と名付ける法門を説かれた｡）

と説示されている。妙法華経は化城嶮品の訳と同じであるが、梵文法華経には

ただ、説かれたとあるだけで、佛所護念に該当する説示はない、漢訳の二経は

意訳をしたものか、意訳をするほどにこの語句は廣く知られたものなのかもし

れない。そして、序品の長行の末尾にも、「名二妙法蓮華教菩薩法佛所護念_｡」

(4中) ｢tamSaddharmapnjarikamdharma-paryayams面trgntammahg-

vaipulyambodhisattvaavavadamsarva-buddha-parigrahambhaSitu-

kamah｣ (20) (この妙法華経の法門を、沢山な菩薩を誠め、一切の佛に謹念せられる

を説こうと思っておられる｡）と、妙・梵の両法華経は示しているが、正法華経に

は「大聖当為我等講正法華方等典籍。於是薄首菩薩o｣(66中）とあって、正法

華と方等の典籍とあり薄首の菩薩のために説かれると訳しており、佛所護念ほ
（4）

どに明白ではない。

そして、警噛品にも、舎利弗に前世での本願を思い起こされるために、

名妙法蓮華教菩薩法佛所護念_。 （11中）

則当受斯正法華経一切佛護。 （74上）

imamSaddharmapundarikamdharma-parygyamsntrgntammaha-

vaipulyambodhisattvaavavadamsarva - bhddha - parigraham

（11）
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§rgvakanamsamprak且saygmi (64) (この妙法華経の法門の経典を、沢山な

菩薩を誠め、一切の佛に護念せられるを説こう｡）

と示されており、前文と同様な説示である。ただ、ここでは正法華経も一切佛

に謹られると訳している。

これ以上は煩雑にわたるので言及を留めておくが、法華経が佛によって護念

されるものであるとの理解は、正法華経においても認めることができるであろ

う。

如上の指摘において、従地涌出品において正法華経が豆k鑑aをもって摂護

土界と訳し、各各摂護百千佛土と訳出したのには、法華経が佛によって護念さ

れるものであるという意識のもとになされたのではないかと思われるのである。

もしこの仮説が認められるとすると、妙法華経が娑婆世界の下の虚空世界、無

量百千万億の国土の虚空と訳したのには、他の箇所においても殆どの場面で

antarik"・空中を虚空と訳しているのであるから、いささかな問題があると

いわなければならない。言い換えると、妙法華経はantarikSa､vaihahayasa

や豆k誌aをほとんどの場合、虚空と訳出しており、豆kn"という語が持って

いる特異性、特に従地涌出品の持っている地涌菩薩の特殊な性格に思い及ばな

かったのではないかと思われるのである。

何れにしろ、従地涌出品での豆k鑑aにたいする訳語は、正法華経の方が良

いように思われる。何故に鳩摩羅什はantariksaと豆k豆§aの二語を共に虚空

と訳してしまったのか不思議に思われる。特に従地涌出品から始まる久遠実成

の説示の展開には、重要な意味が込められているので、この語がantarikgg

と同じ訳語では困るのではなかろうか。ここでの地下の虚空というのは時間・

空間を超えるところの説示でなければならない。時間・空間を超えた説示であ

るので、釈尊の生命はインド出現という現実から離れなければならない。黒髪

の青年が白髪の老人を指して、これは我が子だといい、老人が青年のことをこ

れは我が父であり我等を養育したのだ、という説示こそが、現実を超える説示

（12）
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の一ステップであるはずであり、それが如来靜過品の久遠実成の説示に繋がっ

ているからである。そのためには、地下の虚空というその場所が、佛によって

摂護される世界のものでなければならない。この点は、鳩摩羅什の妙法華経の
（5）

訳語には、我々が再考しなければならない点があるというべきであろう。

4 塔stmpaからcaityaへの変遷

（6）

このことに関しては、すでに述べたところでもあるが、今、改めて要点だ

けを示すことにする。

如来神力品において有名な「是中皆応二起し塔供養_。 （52上)」という一句が

あるが、この言葉が塔を建てることの理由として使用されているところである。

正法華経には「当起塔廟。 (124中)」と示され、梵文法華経には「tafmin

prthivi-pradeSetathggatamuddiSyacaityamkartavyam(331) (この大地

の場所に如来のためにcaityaが建立されるべきである｡)」と示されている。すなわ

ち、妙法華経が塔と訳したものを正法華経は塔廟と訳し、梵文法華経では

caityaと示していることになる。

caityaという言葉は「塔・塔廟・霊廟・寺」などと漢訳されているが、更

に「制多・支提」などと音訳もされている。一方、stnpaは「塔・塔廟」など

と訳されるが、その音訳は素塔婆であるように、これは遺骨を納めるために建

てられるべきものであるから、ここから五重塔などが建立されるようになって

きたことは、佛教の歴史が示すところでもある。またEdgerton｢Buddhist

HybridSanskritGrammarandDictionary』の中には、 caityaは神聖な場

所・寺などを意味し、精神的なものを示すものとして使用される、ことが示さ
（7）

れている。

そこでインドの佛教適跡を調べてみると、アジャンターやカーンヘリー等に

おいて、このcaitya窟に出会うことができる。それは岩をくり抜いて造った

もので、壁のある入り口から入ると、廣い空間の両側に列柱が掘り残されてお

（13）
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り、柱を立てて造られた木造建築をイメージしたものと思われるが、その列柱

の並んでいる広場の一番奥の場所において、塔stmpaが建てられている。す

なわち、その塔の前は広々とした空間になっており、そこで人々は礼拝・供養

をするようになっている。

言い換えれば、塔・stmpaは礼拝の対称であるわけで、その空間でみんなが

釈尊の舎利・stmpaに祈りを捧げるように造られているのがcaityaであるこ

とになる。 caitya窟はこのようなものであるから、ただ単に塔と訳してすま

せるわけにはいかないであろう。礼拝・供養をする場所であるからには、現今

の佛教の立場から見ると、本尊にたいする祈りを捧げる場所､、すなわち、そ
（8）

れは本堂でなければならないと思われる。

一方、 caityaの語が法華経において使用されるのは4回であり、あとはほ

Igstnpaであるが、この詳細については「塔に関しての疑義」 （身延論叢第13号）

の中において、一々紹介してあるのでそれを御覧ねがいたい。

ではcaityaが示されている四箇所について、それがどのように使用されて

いるのかを見ていくことにする。最初は法師品である。それは法華経にたいし

ての受持・読・調・解説・書写をすべきであることを説いた後に、その場所が

何処であっても（在在処処)、法華経を説き読み調し書写し経巻所住の処があ

るならば、として次のように示されている。

皆応下起二七宝塔一極令‘,,高廣厳飾上。不し須三復安二舎利一。所以者何。此中已

有二如来全身-o (31中）

以大宝立高廣長大。不当復著佛舎利也。所以者何。則為全著如来舎利。其

有説此経法之処｡ (101中）

と、妙・正両法華経が訳する内容はほぼ同様である。梵文法華経は、

tasmin BhaiSajyaraja prthivi - pradeSe tathggata - caityam

karayitavyammahantamratna-mayamuccampragrhitamnaca

tasminnavaSyamtathagata - Sarirgni pratiSihapayitavygni l tat

（14）
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kasyahetohleka - ghanameva tasmims tathggata - Sariram

upanikSiptambhavati…(201) (薬王よ、この大地の場所では、大きく高い七

宝造りの如来のcaityaが建立されるべきである。そこには如来の舎利を安置する

必要はない。それは何故か、ここには如来の全身の舎利が移されているからである｡）

であり、妙法華経が訳した七宝塔という言葉、正法華経が訳した大宝立云々の

言葉は、caityaにたいするものであることが分かる。上述のごとくcaityaは

舎利塔ではなくて礼拝供養をする場所であるから、佛の舎利を安置する必要が

ないことを指摘し、その理由としてそこには、如来の全身・eka-ghanamが

祀られているからであるとしている、ここが重要なところであろう。法華経を

読み読調し解説し書写するところというのには、法華経の経巻の中にこそ、如

来のすべてがあることを意味しなければならないからであろう。

二箇所目は、法師品の先述の場面に引き続いて、華・香・理路等を供養し讃

歎すべしとした次に、

若有ﾚ人得し見二此塔_礼拝供養。 （31下）

若有衆生欲得佛寺稽首作礼者。 （101中）

yecakhalupunarBhaiSajyargjasattvastamtathggata-caityam

labheranvandanayapUjanayadarSanayavasarve(201) (実に薬王よ、

如来のcaityaに参詣し、尊敬し、供養し、見るすべての衆生等は｡）

と示されており、これらをなす人びとは無上等正覚に近づくであろうと、妙・

正・梵の三法華経はともに示している。しかし、妙法華経は塔と訳し、正法華

経は佛寺と訳出して微妙な違いがある。それは梵文法華経がtathagata-

caityaと表現していることに原因があるに違いない。如来のcaityaは前述の

ように塔ではありえないで、礼拝・供養をする場所のことであるから、佛寺と

いう訳語になったと思われるからである。

法師品から展開される法華経の説示は、それ以前の佛弟子が対象ではなく菩

薩に変わっている。それに、佛滅度の後という言葉も、この品から現れるので

（15）
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あり、経典の受持・読・調・解説・書写が示されるように変化してきている。

これは何を意味するのだろうか。

布施浩岳博士によると、序品から授学無学人記品までと随喜功徳品は第一類

成立で、法師品から提婆達多品を除いて如来神力品までが第二類成立で、その

他は第三類成立の法華経だとある。そして、「第一類の諸品が受持、調諭、解

説を説けるのみなるに反し、本品（法師品）には受持読調解説書写供養を説き、

其中、読謂(rvac)は第一類では使われぬ法行であって、書写も供養も本品
（9）

に到って始めて現れた修行法である」と示している。すなわち、法師品では、

説法の対称が佛弟子から菩薩に変わったというだけではなくて、今まで説かれ

てきたのは受持・調調、解説であったが、新たに書写・供菱が加えられたとい

うことになる。書写行が説かれるのには、すでに書写をするべきものがなけれ

ばならないので、今までの諸品とは性質を異にしているであろう。布施博士は

そこで、第一類の法華経を書写するという形で、第二類成立がなったとなして

いるのであるが、佛教史的に見るならば、釈尊そのものにたいする信仰から佛

舎利への信仰、更には教えを文字として残し、それが経典となってきたのであ

るから、経典そのものの中に釈尊を見ようという信仰へと変わってきたことを

意味するであろう。

佛伝によれば、釈尊が亡くなられた時に、マッラの人びとを中心にし、主だっ

た部族の7人との間に釈尊の舎利を巡って対立がおこり、結果、 ドロウーナの

意見によって、舎利は8分され、それに舎利を納めていた壷はドロウーナに、

茶毘に付された時に生じた灰を加えて、10の舎利塔が建てられ、後アソカ王が
（10）

この塔を発掘してインド全域にわたって8万4千の塔が建てられたという。

このことは、釈尊滅度の後の佛教の歴史を見ると、最初は舎利にたいする信仰

があったわけであるが、時代が下がり、部派佛教から大乗佛教が興起するにお

よんで、有限な形あるものとしての舎利信仰から、書写をすることにより無限

な広がりをみせる経典への信仰へとの変貌が見られるであろう。

（16）
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かくて、三番目のcaityaについての説示は、分別功徳品に見ることができ

る。如来涛量の説示を聞き四信が説かれ、如来滅後に法華経を受持．読．調．

解説．書写（供養）が説かれるのが分別功徳品であるが、その最後の長行の末

において、善男子善女人あり

若坐若立若行処此中便応し起し塔。一切天人皆応供養如二佛之塔_。 （45下。46

上）

若有一人。一反聞名勧助代喜。乃獲此福。何況有人。専精聴受供養思惟。

而復具足為人説者。 （118中・下）

と示されており、妙・正の法華経の説示にはあまり通ずるものは見られないが、

梵文法華経には、

yatracaAjitasakula-putrovakula-duhitavatiSthedvaniSidedvg

cankramedvgtatraAjitatathagatamuddiSyacaityamkartavyam

tathagata-stnpo'yamiticasavaktavyahsadevakenalokenaiti (288)

（阿逸多よ、もし善男子・善女人がおり、或いは坐り、或いは歩きまわるところな

らば、阿逸多よ、そこに如来のためのcaityaを造るべきであり、これは如来の塔

である、と、神々も世間の人びとによって言われるべきである｡）

と説示されており、妙法華経が塔と訳したものはcaityaであり、そのcaitya

は如来の塔であると神や人びと（一切天人）によって言われるべきものだ、と

いうことが分かる。したがって如来の塔（佛之塔）とは、 stmpaではなくて

caityaであることは明白であろう。しかして、この次に示されている偶の中

において、

恭二敬於塔廟一謙二下諸比丘-o (46上）

恭敬立思惟比丘尼常当謙格不自大。 （117下）

akrodhanoapiSunaScaityasmingauravesthitahlbhikSnnampranato

nityamnaadhimgninacaalasahll(290) ((彼は）怒らず、誹誇せず、 caitya

を敬い、比丘たちには常に卑下し、増上慢せず、怠惰でもない｡）

（17）
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と、説示されている。 これが四番目のcaityaの説示であるが、塔廟とは

caityaのことであり、それにたいして恭敬し、誹誇などをせず、卑下し、慢

心をいだかず、怠惰でもない、という時、それはcaityaに佛の全身を見ると

いう思いを求めるものであろう。妙・正両法華経の恭敬・謙下・謙格の語はそ

れを示すものであり、正法華経の不自大も慢心を誠めるものであろう。

このような説示にいたる展開は、この前述の引用の場面の前において求める

ことができる。それは四信五品の中の滅後の読諏品において、法華経を受持・

読・調するものの功徳を示す中で、この人は如来を頂戴するものであるから、

この人は

不し須ド為し我復起二塔寺一及作二僧坊-以二四事一供中養衆僧!:。 （45中）

超於興起為佛塔廟。起於建立精舎講堂｡ (117上）

nametenaAjitakula-putrenavgkula-duhitravastmpghkartavyana

vihgrahkartavy5(287) (阿逸多よ、この善男子．善女人は我がために塔を建

てたり、僧坊を造ったりする必要はない｡）

と、説示されている。妙法華経が塔寺と訳し、正法華経が佛塔廟と訳したもの

はstnpaであり、妙法華経が僧坊と訳し、正法華経が精舎講堂と訳したもの

は、僧の住まいである精舎・viharaであることは明白である。何故必要でな

いのかというのは、この人は法華経を受持・読・調する人であるからであり、

如来を頂戴する人であるからであろう。言い換えると、法華経の中には如来の

全身があるからに外ならない。如来を頂戴するというのは、

何況読諦受持之者。斯人則為頂二戴如来-o (45中）

聞此経巻亦不誹誘。歓楽受持・則為如来所見擁護。 （''7上）

kahpunar-vgdoyedhgrayiSyantivacayiSyanti l tatastathggatamso

msenapariharatiyaimamdharma-paryayampustaka-gatamkrtva

msenapariharati (287) (まして、受持し読むであろう人は言うまでもない。

この法門を書物にして肩にする人は、如来を肩にするのと同じである｡）

（18）
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という説示によるからである。すなわち、経典（書物にしたもの）そのものに

たいしての受持・読・調する人こそが求められる人だということで、それ故に

頂戴如来といわれ、如来に擁護せられるということになるであろう。これは如

来・釈尊のすべては法華経の中にこめられておるからして、法華経経典そのも

のへの信仰が求められていることの証明でもあろう。

よって、この品は上述の説示につづいて、法華経を受持・読・調・解説・書

写する人は、として次のように示めしている。

為已起し塔造二立僧坊_供二養衆僧一。則為以二佛舎利一起二七宝塔_。 （45中）

以為具足興立塔廟。起七宝寺上至梵天。悉為供養一切舎利。其佛塔寺周廻

無限。 (117上）

kula-putrelavakula-duhitrgvaSarireSuSarira-pmjasapta-ratna-

mayaScastnpghkgrit且…teSamcaSarira-stmpgnam(287) (善男子・

善女人によって舎利について七宝造りの舎利塔が建てられたのであり、…彼等は舎

利塔を（建てたのである)｡）

との説示がそれである。これは明らかに法華経を受持・読・調・解説・書写す

る人は、すでに佛舎利のための舎利塔を建てたことになる、ことを示したもの

であろう。

5 耆閻堀山と霊鷲山

妙法華経において耆闇堀山と訳されているのは、序品・見宝塔品・分別功徳

品・妙音菩薩品・普賢菩薩勧発品の五品であるが、これは梵文のGrdhrakn極

にたいしての音訳であることは知られている。ところが如来涛量品においては、

同じ言葉が霊鷲山と訳されている。これは何故かと思うところであるが、そこ

には鳩摩羅什の妙訳が窺われると言うべきであろう。順を追って見ていくこと

にする。

先ず序品においては、
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一時佛住二王舎城耆闇堀山中一。 （1下）

一時佛遊王舎城霊鷲山。 （63上）

ekasminsamayebhagavanRgjagrheviharatismaGrdhrak面teparvate

（1） （ある時、世尊は王舎城のグリドラクータ山に住み｡）

と説示されている。このGrdhrakntaという山は、現在はラジギールと呼ば

れ、実存の山である。Grdhraknいというのは、grdhraは鷲のことでknta

は頂のことであるから、鷲の峰とも呼ばれている。このことにはさしたる問題

はない。ただ正法華経が何で霊鷲山と訳したかはわからない。

見宝塔品においては、釈尊の分身の諸佛が多宝塔のところに来集した時に、

侍者を使わすが、その時の言葉として、

汝往二詣耆闇堀山釈迦牟尼佛所一（33中）

汝等往詣耆闇掘山能仁佛所（103下）

gacchataynyamGrdhrakntamparvatamgatvacapunastasmimstam

bhagavantamSakyamunim tathggatamarhantam samyak -

sambuddhamvanditv且…(213) (汝等はグリドラクータ山に往け、往って尊

い等正覚者の世尊釈迦牟尼如来を礼拝せよ｡）

と説示している。すなわち、ここでは妙・正両法華経とも耆闇堀山と音訳して

いることになる。

これにたいして、如来壽量品の偶においては、衆生既に信伏し質直にして心

柔軟にして、一心に佛を見たてまつらんと欲して自ら身命を惜しまざれば、

一心欲し見ﾚ佛不三自惜二身命一時我及衆僧倶出二霊鷲山_。 （43中）

として、衆生が渇仰して恋慕するによって、として

神通力如し是於二阿僧祇劫一常在二霊鷲山及余諸住処_。 （43下）

と説示している。これにたいする正法華経は、

又観吾没愁憧憂感若復見佛歓喜踊躍假使質直説至誠言衆生之

類朽棄身体然後如来合集衆音能自示現。 （114下）

(20)
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不可思議億百千劫吾常建立如此像誼佛来至於霊鷲之山。 （114下）

と説示しているが、前半の部分においては耆闇堀山とも霊鷲山とも、具体名を

示してはおらず、後半の部分では霊鷲山としている。梵文法華経では、

dnyadatemrdumardavaScauts"ta-kamaScabhavantisattvghl

tatoahamSravaka-samghakrtv且atmgnadarSemyahuGrdhrakntell

（275． 6） （衆生等が正直で柔軟で従順で愛欲を離れる時に、私は声聞の集団をつ

れて自分の身体をグリドラクータ山に現すであろう｡）

ggdg 'dhisthanammamaetad idrSamacintiyakalpa- sahasra -

kotyahlnacacyavamiituGrdhrakn極tanyasuSayy'gsana-kotibhiS

call (276) (不可思議な千万億劫の間、私の神力は常にこのようであった。他の万

億の臥処があろうとも私はグリドラクータ山から離れなかった｡）

と示しているから、Grdhrakn鞄の一語で表現しているのであることが分かる。

分別功徳品においては、法華経の如来毒量品の釈尊の生命が久遠であること

を聞いて、深心信解すればとして、

則為見下佛常在二耆閣堀山一。共二大菩薩諸声聞衆-囲続説法上o (45中）

以見如来在霊鷲山説是経時。与諸菩薩春属囲饒声聞之衆。 （117上）

yadutaGrdhrakUta-parvata-gatammgmdharmamnirdeSayantam

drakSyatibodhisattva-gana-parivrtambdhsattva-gana-puraskrtam

Srgvaka-samgha-madhya-gatam(286) (グリドラクータ山に行き法を説

き、菩薩の集団に囲まれ、菩薩の集団に尊重され、声聞衆の真ん中にいる私を見る

であろう｡）

と説示されている。ここではGrdhrakntaを妙法華経は耆闇堀山と音訳し、

正法華経は霊鷲山と意訳している。

妙音菩薩品では、釈尊の眉間から放たれた白毫相の光が浄華宿王智如来の世

界にまでとどいた。そこにいた妙音菩薩は、私は娑婆世界へ行ってみたいと述

べ、如来の許しをえて三昧力によって娑婆世界に出現した。文殊師利菩薩はこ

（21）
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れを見て、釈尊にその因縁を問うた。釈尊は多宝如来が汝等のために姿を表す

だろうといい、多宝如来の許しをまって、妙音菩薩は釈尊の面前に出現した、

という説示の中において耆闇堀山の語が示されている。すなわち、それは

於二耆闇掘山_去二法座_不し遠。…而来二詣此娑婆世界耆闇堀山一。 （55中・下）

到忍世界至霊鷲山。当在如来法座中間。…到忍世界至霊鷲山。 （127中・下）

ihaSahayamloka-dhgtauGrdhraknteparvatetasyatathggata-

dharmagsanasyapurastgc…iyamSaha loka - dhaturyena

.Grdhrakntahparvata-rgjastenaupasamkramad(354･356) (この娑婆

世界のグリドラクータ山の如来の法座の前に…この娑婆世界の山の王様・グリドラ

クータ山に近づき｡）

であり、Grdhrakmaを妙法華経は耆闇掘山と音訳し、正法華経は霊鷲山と意

訳している。

普賢菩薩勧発品では、普賢菩薩が自在神通力をもって東方から来たり、釈尊

を頭面に礼拝したというが、その中で、

到二娑婆世界耆闇堀山中一。 （61上）

至霊鷲山往詣佛所。 （132下）

sayenaGrdhrakntahparvata - rgjoyenacabhagavams tena

upasamkramad(384) (彼は山の王様・グリドラクータ山の世尊の所に近づい

た｡）

と説示されている。ここでもGrdhrak面輯を妙法華経は耆閣堀山と音訳し、

正法華経は霊鷲山と意訳している。

以上の点から明白なことは、Grdhrakntaを正法華経は見宝塔品で耆闇堀山

と訳しているだけで、他はすべて霊鷲山との訳語であり、一方、妙法華経は如

来涛麓品の二箇所で霊鷲山と訳し、他はすべて耆闇掘山との訳語である、とい

うことである。正法華経が見宝塔品で何故に耆闇堀山と訳したのかは分からな

い。ただ、妙法華経の場合の霊鷲山の語は、それが釈尊の久遠実成を説示した

（22）
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すぐ後であるということに意味があるように思われる。すなわちそれは、如来

壽量品の説示は今までの説示とは内容を異にするということであろう。今まで

は始成正覚の釈尊の生命であったが、如来需量品では従地涌出品での地下の虚

空・豆k話aと地涌菩薩との説示により、現実を離れた真如の世界に説法の舞台

を移したということが重要なポイントであろう。一心欲見佛・不自惜身命とい

う時に釈尊がその前に姿を表す、という論理の展開には、説法の舞台が実在の

山であってはならない、そこに鳩摩羅什が如来壽量品の説示だけを霊鷲山とい

う意訳にした意図がくみ取れるように思われる。かかる点が妙法華経をもって

名訳だといわれる根拠になるのではなかろうか。

6結び

以上の論述で、antarikSaovaihgyasa・園k豆息aの三語の中で、注意して欲

しいことは、豆k目白aの使用例であり、特に地涌菩薩に関しての項目の所である。

何故ならば、多宝如来が出現し証明をするくだりでは且k韮aの語は使用され

ていないからであり、この語は正法華経が摂護土界と訳したように、特別な意

味が込められていると思うからである。多宝如来の出現や二佛並座の時は空中

での物語で、地涌菩薩の住所・並びに地涌菩薩が出現し、釈尊と多宝如来とが

おいでになる場所にいたった時に、始めて今までと同じ場所が豆kg"に変化

しているからであり、ここに如来涛量・久遠への道が切り開かれる展開が見ら

れるからである。地下の虚空とは法華経の信仰を軸として、この世と未来の世

との連関を暗示するものと思われるが、過去と現在と未来との繋がりが、この

ことなくしては考えられないと思われるからである。したがって、二処三会と

いう従来の法華経の見方は考え直さなければならないものと考える。

塔stnpaとcaityaの問題に関しても、如来神力品を鳩摩羅什が何故に塔と

訳したのか、実に不可思議に思われる。経典への信仰が法華経の説示の展開で

あることを思う時、これは重大な誤訳だったといわざるをえないのである。
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如来涛避品で、鳩摩羅什はGrdhrakntaを霊鷲山と意訳している。これは

逆に大変な名訳だというべきものであろうと考えるところである。

注

(1)「法華経における虚空について」 197～224(『佐々木孝窓博士・古稀記念論文集・

佛教学佛教史論集』)。「法華経における虚空の理解」175～195(『渡遜賓陽博士古

稀記念論文集』)。「塔に関しての疑義」 1～24（身延論叢第13号)。

（2）松波誠廉等訳の『法華経1」には、「町の四辻の露地に坐り」 （1 ．94）とあり、

岩本裕訳の『法華経上』には、「四つ辻の広場に赴いて」（上巻・167）とある。

akaSaには露地・空き地等の意もあるので、かく訳されたのであろうが、現実の

場面を超えた話であるので、あえて虚空と訳しておいた。

(3)F.Edgertonの『HybritSanskritDictionary』には、 "offenassociatedwith

snnya'' (299)とある。尚、ここでの梵文法華経の和訳に関しては、拙著『法華

経における信と誓願の研究』（22．75）を一読願いたい。

（4）宇井伯寿『佛教辞典」（949）には方等について、①大乗の別名②方正・平等の義。

中道実相の理を指す③方は庇、均しく諸教を並べ説く義④方は方法、等は平等の

義。有・空・双亦・双非の四門の方法に依り、平等の理に契ふをいう、とある。

（5）如上の外にak目§aを虚空と訳している場面があるが、詳細については拙論「法華

経における虚空について」佐々木孝窓博士古稀記念論集『佛教学佛教史論集』所

載「法華経における虚空の理解」渡邊宝陽先生古稀記念論文集「法華佛教文化史

論叢』所載を一読願いたい。

（6）拙論「塔に関しての疑義」（『身延論叢」第13号・ 1～24)、塔・stnpa・caityaに

関して、法華経の説示を比較検討したもので、法華経としてはcaityaこそが求め

られるものであることを論述したもの。

(7)rBuddhistHybridSanskritGrammarandDictionary｣byFranklinEdgertan
･233o

（8）中村元編著「ブッダの世界』317．8には、「アジャンターはBC一世紀か紀元前

後からの開鑿である。チャイテイヤ窟とは、スツーパを安置する礼拝堂のこと、

スツーパとそれを取りまく總道がなければならない。さらに前面に礼拝ないし集

会のための空間があるのが通例である｡」とある。拙論「碑銘幻想・カールリ・

カーンヘリ見学報告」（身延山大学機関誌『棲神』）第46号。118～130参照のこと。

（9）布施浩岳『法華経成立史』125．149～151。

(10)梶山雄一等訳『ブッダチャリタ』 （講談社版・原始佛教10巻)317～329．拙著

『釈尊伝（新佛所行讃物語)」221～232参照。
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